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❶
妊
婦
健
診
の
検
査
項
目

に
、
母
乳
か
ら
の
感
染
率
が

高
い
と
い
わ
れ
て
い
る
、
Ｈ

Ｔ
Ｌ
Ｖ―

１
（
ヒ
ト
Ｔ
細
胞

白
血
病
ウ
イ
ル
ス
Ｉ
型
）
の

抗
体
検
査
を
導
入
し
て
は
ど

う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

現
状
で

は
新
た
に
実
施
し
て
い
く
予

定
は
な
い
が
、
今
後
、
国
や

他
の
自
治
体
、
医
療
機
関
の

動
向
も
踏
ま
え
、
調
査
研
究

し
て
い
き
た
い
。

　

❷
妊
婦
を
対
象
に
し
た
歯

科
検
診
の
助
成
開
始
は
い
つ

に
な
る
の
か
。
ま
た
、
妊
婦

の
体
調
に
合
わ
せ
ら
れ
る
個

別
受
診
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

平
成
21

年
度
か
ら
実
施
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
方
法
で
す
る
か
な

ど
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

　

❸
公
共
施
設
に
お
む
つ
替

え
や
授
乳
の
際
に
立
ち
寄
っ

て
利
用
で
き
る
「
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
」の
設
置
を
要
望
す
る
。

　

保
健
福
祉
部
長　

新
し
い

施
設
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
の
よ
う
な
配
慮
も
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

❹
乳
幼
児
の
安
全
確
保
の

た
め
、
市
役
所
内
に
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

保
健
福
祉
部
長　

来
庁
の

際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ご
自
分
で

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

❺
市
役
所
内
に
来
庁
者
向

け
の
無
料
一
時
保
育
ル
ー
ム

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

　

総
務
部
長　

現
状
は
、
設

置
ス
ペ
ー
ス
、
人
員
体
制
の

問
題
な
ど
が
あ
る
が
、
将
来

的
に
は
、
庁
舎
の
大
規
模
改

修
等
を
見
据
え
た
中
で
検
討

し
た
い
。

　

❻
緊
急
地
震
速
報
の
市
民

周
知
の
対
策
は
。

　

危
機
管
理
監　

市
と
し
て

は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
中
へ

貼
紙
を
し
た
り
、
あ
る
い
は

ド
ラ
イ
ブ
さ
れ
て
い
る
と
き

に
ラ
ジ
オ
を
つ
け
ま
し
ょ
う

な
ど
の
周
知
は
し
た
い
。
防

災
と
防
犯
の
広
報
紙
に
よ
る

シ
リ
ー
ズ
も
続
け
て
い
る
の

で
、
特
に
緊
急
地
震
速
報
の

い
わ
ゆ
る
利
用
心
得
を
中
心

に
行
っ
て
い
き
た
い
。

　

❼
駅
前
等
に
ス
ー
パ
ー
防

犯
灯
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

府
警
本
部
で
は
、
費
用
対
効

果
等
を
考
え
、
新
た
な
許
可

は
考
え
て
い
な
い
。

時
間
95
ミ
リ
と
な
っ
て
い
る
。

今
年
度
中
に
浸
水
被
害
想
定

マ
ッ
プ
を
配
布
す
る
。
危
険

な
河
川
敷
、
堤
防
に
は
看
板

を
設
置
。
広
報
紙
で
防
災
意

識
の
啓
発
も
。

　

❷
公
用
車
、
福
祉
施
設
、

学
校
給
食
、
建
設
事
業
等
へ

の
物
価
高
騰
対
策
は
。

　

総
務
部
長　

公
用
車
の
燃

料
代
は
昨
年
12
月
に
比
べ
１ 

・
２
倍
、
灯
油
代
も
大
幅
に

上
昇
、
負
担
増
を
懸
念
。
省

エ
ネ
や
経
費
節
減
に
取
り
組

む
。

　

保
健
福
祉
部
長　

福
祉
施

設
で
は
送
迎
車
両
の
燃
料
や

プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
等
が
高
騰
、

経
営
努
力
で
凌
ぎ
、
当
面
は

国
や
府
の
対
策
を
見
守
る
。

　

教
育
部
長　

牛
乳
代
は
月

30
円
の
ア
ッ
プ
。
小
麦
、
乳

製
品
等
の
高
騰
に
献
立
の
工

夫
や
食
材
の
選
択
等
で
努
力

し
て
い
る
が
工
夫
に
は
限
界

も
。値
上
げ
は
慎
重
に
検
討
。

　

建
設
部
長　

資
材
の
価
格

高
騰
に
対
し
契
約
変
更
出
来

る
よ
う
運
用
基
準
を
定
め
た
。

　

❸
地
方
分
権
推
進
委
員
会

勧
告
に
伴
う
市
町
村
へ
の
権

限
移
譲
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

総
務
部
長　

府
か
ら
は
平

成
21
年
４
月
か
ら
の
移
譲
事

務
の
内
容
が
示
さ
れ
た
。
市

は
担
当
部
局
で
整
理
・
検
討

中
。
必
要
に
応
じ
て
体
制
の

整
備
も
。
府
に
は
人
的
、
財

政
的
支
援
を
求
め
た
い
。

　

❹
保
育
所
・
園
の
現
状
と

整
備
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

保
健
福
祉
部
長　

公
・
私

立
合
わ
せ
て
定
員
８
１
０
名

に
対
し
て
８
８
８
名
が
入
所
。

待
機
児
童
は
18
名
。
河
原
保

育
所
建
て
替
え
完
成
後
、
定

員
は
30
名
増
と
な
る
が
北
部

地
域
で
の
児
童
数
増
を
見
込

み
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い

　

❶
集
中
豪
雨
に
よ
る
浸
水

危
険
箇
所
な
ど
へ
の
対
策
は
。

　

危
機
管
理
監　

府
の
管
理

河
川
の
浸
水
想
定
雨
量
は
１

る
。
用
地
確
保
な
ど
の
条
件

整
備
に
努
め
た
い
。

　

❺
公
用
車
の
管
理
体
制
と

点
検
整
備
に
つ
い
て
。

　

総
務
部
長　

適
正
な
配
置

を
す
べ
く
一
括
管
理
を
行
っ

て
い
る
。
今
後
オ
ー
ト
マ
車

に
変
え
る
必
要
も
。
車
検
・

定
期
点
検
・
修
理
の
契
約
金

額
は
工
賃
等
を
別
に
し
て
ゼ

ロ
円
で
落
札
さ
れ
て
い
る
。

　

❶
後
期
高
齢
者
と
は
、
戦

前
、
戦
中
、
戦
後
、
額
に
汗

し
て
働
き
、
世
界
第
２
位
の

経
済
力
の
日
本
を
つ
く
っ
て

き
た
人
々
で
す
。
本
来
な
ら

「
こ
れ
か
ら
は
安
心
し
て
老

後
を
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
大
事
に
敬
う
の
が
政
府
や

政
治
家
の
仕
事
で
は
な
い
か
。

75
歳
と
い
う
年
齢
で
医
療
を

差
別
し
、
年
金
か
ら
強
制
的

に
天
引
き
、
所
得
の
低
い
人

か
ら
も
保
険
料
を
と
る
な
ど

市
民
の
怒
り
は
大
き
い
。
京

田
辺
市
の
議
会
で
も
３
回
も

反
対
の
意
見
書
を
提
出
し
た
。

政
府
自
身
も
見
直
し
を
い
わ

ざ
る
を
得
な
い
大
き
な
情
勢

の
変
化
の
中
で
、
市
長
は
市

民
の
声
に
こ
た
え
て
廃
止
の

意
見
表
明
を
す
べ
き
。

　

市
長　

将
来
に
わ
た
っ
て

誰
も
が
安
心
し
て
医
療
が
受

け
ら
れ
る
保
険
制
度
を
維
持

す
る
た
め
、
設
け
ら
れ
た
も

の
。
機
会
を
通
じ
て
改
善
を

要
望
し
た
い
。

　

❷
75
歳
以
上
の
方
の
人
間

ド
ッ
ク
に
助
成
が
な
く
な
り
、

事
実
上
受
け
ら
れ
な
い
状
況

に
な
っ
た
。
こ
れ
は
医
療
差

別
で
は
な
い
か
。
市
と
し
て

一
般
会
計
か
ら
予
算
を
出
し

て
補
助
を
す
べ
き
。
助
成
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。

　

市
民
部
長　

後
期
高
齢
者

連
合
で
で
き
な
い
と
決
め
て

い
る
。

　

❸
特
定
健
診
の
メ
タ
ボ
リ

ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
は
科
学

的
根
拠
が
あ
る
の
か
、
特
定

健
診
に
つ
い
て
今
ま
で
の
健

康
診
査
の
基
準
を
下
げ
る
べ

き
で
は
な
い
。

　

保
健
福
祉
部
長　

医
師
会

と
も
相
談
し
て
健
康
診
査
を

行
う
。

　

❹
父
子
家
庭
へ
の
助
成
の

拡
大
を
。
母
子
家
庭
で
は
、

国
の
制
度
で
児
童
扶
養
手
当

が
出
さ
れ
て
い
る
が
、
父
子

家
庭
に
は
な
い
。
京
田
辺
市

独
自
の
特
別
児
童
福
祉
手
当

１
８
０
０
円
を
増
額
す
べ
き
。

　

保
健
福
祉
部
長　

国
の
制

度
で
要
望
し
た
い
。

　

❺
大
住
城
山
の
産
業
廃
棄

物
撤
去
の
経
過
と
今
後
の
管

理
体
制
は
。

　

経
済
環
境
部
長　

土
地
所

有
者
の
元
で
撤
去
さ
れ
た
。

今
後
も
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

　

❻
市
営
墓
地
の
拡
充
を
。

　

経
済
環
境
部
長　

要
求
が

あ
る
の
か
実
態
を
調
査
す
る
。

車
を
木
津
駅
ま
で
延
長
し
て

い
た
だ
く
よ
う
期
成
同
盟
会

を
通
じ
て
繰
り
返
し
要
望
し

て
い
る
。
７
両
編
成
化
に
む

け
て
始
発
、
最
終
も
含
め
た

大
幅
な
ダ
イ
ヤ
改
正
が
考
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
引
き

続
き
強
く
要
望
し
て
い
く
。

　

建
設
部
長　

踏
切
の
拡
幅

は
構
造
的
・
技
術
的
な
問
題

や
市
内
で
の
踏
切
の
統
廃
合

の
課
題
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
と
の

協
議
は
難
航
し
て
い
る
が
、

こ
の
た
び
国
か
ら
新
た
な
Ｊ

Ｒ
踏
切
の
安
全
対
策
に
関
す

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。今
後
、

積
極
的
に
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　

❷
府
の
管
理
河
川
の
天
津

神
川
の
下
流
域
一
帯
は
本
市

の
中
心
市
街
地
で
あ
る
。
上

流
一
帯
は
住
宅
地
を
は
じ
め

大
き
く
開
発
さ
れ
て
き
た
が

河
川
整
備
は
全
く
進
ん
で
い

な
い
。
河
川
の
安
全
性
を
心

配
す
る
市
民
の
声
が
大
き
く

出
て
い
る
が
市
の
対
応
は
。

　

建
設
部
長　

府
の
管
理
す

　

❶
Ｊ
Ｒ
京
田
辺
駅
か
ら
木

津
駅
ま
で
７
両
編
成
化
の
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

多
く
の
市
民
の
念
願
で
あ
る

始
発
、
最
終
電
車
の
京
田
辺

駅
ま
で
の
延
長
と
、
田
辺
地

区
の
信
楽
街
道
踏
切
と
興
戸

地
区
の
第
二
和
井
田
踏
切
の

拡
幅
整
備
も
、
こ
の
際
一
体

化
と
し
て
進
め
る
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
市
の
考
え
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

夜
間
時
間
帯
の
０
時
43
分
Ｊ

Ｒ
松
井
山
手
駅
止
ま
り
の
電

る
一
級
河
川
で
あ
り
防
災
上

の
観
点
か
ら
も
河
川
改
修
を

強
く
要
望
し
て
い
る
が
改
修

の
メ
ド
は
立
っ
て
い
な
い
。

最
終
的
に
は
天
井
川
の
切
り

下
げ
を
京
都
府
に
要
望
し
て

い
る
。
流
域
内
で
の
開
発
行

為
に
つ
い
て
は
許
可
権
者
で

あ
る
府
に
対
し
て
治
水
対
策

も
含
め
て
開
発
指
導
を
行
う

よ
う
強
く
要
望
し
て
い
る
。

　

❸
市
道
薪
新
田
辺
線
の
田

辺
地
区
の
草
屋
付
近
の
急
カ

ー
ブ
は
事
故
も
多
く
発
生
し
、

（
通
称
）
浜
新
田
道
の
信
号

機
設
置
も
含
め
た
安
全
対
策

が
地
元
か
ら
も
強
く
出
て
い

る
が
市
の
対
応
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

地
元
か
ら
の
信
号
機
設
置
の

要
望
は
市
長
名
で
田
辺
警
察

署
に
提
出
し
て
毎
年
要
望
箇

所
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

 

妊
婦
歯
科
検
診
助
成
開
始
は

 

21
年
度
実
施
に
向
け
検
討

議
員
（
公
明
党
）

河　

田　

美　

穂

市コミュニティホールで　　　　　　　
　　 　　　 開催された「歯のひろば」

民間保育園での子どもたちの様子

議
員
（
民
主
党
）

米　

澤　

修　

司

 保育所・園の整備は

 北部に用地確保を検討

市中心部に設けられた民間健診施設

議
員
（
共
産
党
）

水　

野　

恭　

子

　 　75歳以上の方へ助成を

 広域連合ではできない

 人間
ドック

市内ＪＲ駅で最も乗降客の多い京田辺駅

議
員
（
一
新
会
）

小　

林　

喜
代
司

 　
　
　　
整
備
と
輸
送
力
増
強
を

 

ダ
イ
ヤ
改
正
時
に
強
く
要
望
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